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法令 No.7 使用者等の義務①
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問18外部被ばくによる線量の測定に関する次の記述のうち,放射線障害防止法上正しいものの組合せはどれ
か 。

A 中性子線については,1セ ンチメー トル線量当量のみを測定すること。
B 70マ イクロメー トル線量当量を測定すること。
C lセ ンチメー トル線量当量を測定すること。

メt3ミ リメートル線量当量を測定すること。

∈〕 ABCの
み   2 ABの み   3  ADの み   4 CDの み   5  BCDの み

間 19実効線量の算定に関する次の記述のうち,放射線障害防止法上正しいものの組合せはどれか。
A タト部被ばくによる実効線量を算定する場合,1メ ガ電子ボル ト未満のエネルギーを有する電子線及
びエツクス線による被ばくを含めること。

B 累積実効線量を記録するような場合,外部被ばくによる実効線量と内部被ばくによる実効線量は合
算しないこと。

C 内部被ばくによる実効線量を算定する場合,自然放射線による被ばくを含めること。
D 告示別表第 2(放射性同位元素の種類が明らかで,かつ,一種類である場合の空気中濃度限度等 )
に掲げる化学形等のうち,サブマージョンに区分された放射性同位元素によって被ばくした場合,外
部被ばくによる実効線量を考慮すること。

l Aと B  2 Aと C C)Aと D  4 Bと c  5 Bと D

問 20密封された放射性同位元素のみを使用する許可使用者が,放射線障害予防規程に記載するべき事項とし
て,放射線障害防止法上定められているものの組合せは,次のうちどれか。
A 放射線取扱主任者その他の放射性同位元素の取扱いの安全管理に従事する者に関する職務及び組織
に関すること。

問 21教育訓練に関する次の( A )～ ( D )に 該当する語句について,放射線障害防止法上定められてい
るものの組合せは,下記の選択肢のうちどれか。
「放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律施行規則 (以下「規則Jと いう。)第 21条の
2第 1項第 2号の規定により初めて管理区域に立ち入る前に行わなければならない教育及び訓練の時間数
は,次の表の項目の項に掲げる項目に応 じ,それぞれ第 1項に定める時間数以上とし,ま た,規則第 21
条の 2第 1項第 3号の規定により取扱等業務を開始する前に行わなければならない教育及び訓練の時間数
は,次の表の項目の項に掲げる項目に応 じ,そ れぞれ第 2項に定める時間数以上とする。J
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問 22健康診断に関する次の記述のうち,放射線障害防止法上正しいものの組合せはどれか。
A 放射性同位元素により皮膚の創傷面が汚染されたおそれのある場合には,その量にかかわらず,遅

B滞籍|』ξ属語filT乙旨[t〔獲謳]ミξン9_ベルト被ばくしたおそれがある場合には,
遅滞なく,その者につき健康診断を必ず,行うこと。
C 健康診断を受けた者に対 し,健康診断のつど,健康診断の結果の記録の写しを必ず,交付するこ
と。

D 医師が必要と認める場合に限り,問診を行うこと。 触診 鮮)`カ
l Aと B (:)Aと C  3 Aと D  4 Bと C  5 Bと D

問 23放射線障害を受けた者又は受けたおそれのある者に対する措置に関する次の文章の( A )～ ( D )
に該当する語句について,放射線障害防止法上定められているものの組合せは,下記の選択肢のうちどれ
か 。

「放射線業務従事者が放射線障害を受け,又は受けたおそれのある場合には,放射線障害又は放射線障
害を受けたおそれの程度に応 じ,( A )へ の立入時間の短縮,( B )の 禁止,放射線に被ばくする
( C )業務への配置転換等の措置を講じ,必要な( D )を 行うこと。」

１
２
３
（）
５

(A)
放射線施設

管理区域

放射線施設

管理区域

放射線施設

(B)
取扱い

取扱い

立入 り

立入 り

立入 り

(C)
おそれのない

おそれのない

おそれのない

おそれの少ない

おそれの少ない

(D)
健康診断

保健指導

保健指導

保健指導

健康診断

間 24言己帳に関する次の記述のうち,放射線障害防止法上正 しいものの組合せはどれか。

! 哩曇像[[I:』[j曇』:][[]][奮 [[Fl[駿 ][高露∫[[j「
る。

C 放射性同位元素の賃貸に関する事項を記載した帳簿は,1年ごとに開鎖しなければならない。
D 放射性同位元素の使用に関する事項を記載した帳簿の保存期間は,閉鎖後 5年間とする。
l  ABCの み   2 ABの み   3  ADの み  と, CDのみ   5 BCDの み


